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１．2026年12月期第２四半期（中間期）の業績（2026年１月１日～2026年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期中間期 5,563 17.4 2,221 44.8 2,241 46.4 1,503 72.6
2025年12月期中間期 4,738 － 1,533 － 1,531 － 870 －

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期中間期 50.70 50.63
2025年12月期中間期 28.43 28.39

(注)2024年12月期は連結業績を開示しておりましたが、2025年12月期第１四半期より非連結での開示としております。

そのため、2025年12月期中間期の対前年同中間期増減率については記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期中間期 9,218 5,438 58.3
2025年12月期 7,910 4,334 54.0

(参考) 自己資本 2026年12月期中間期 5,377百万円 2025年12月期 4,273百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 22.00 － 14.00 36.00
2026年12月期 － 20.00
2026年12月期(予想) － 30.00 50.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２．2025年12月期の第２四半期末配当金には、東京証券取引所プライム市場上場記念配当10円を含んでおります。

３．2026年12月期の期末配当(予想)には、創立35周年記念配当10円を含んでおります。

３．2026年12月期の業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,810 14.1 4,000 34.8 4,000 36.3 2,670 58.8 90.06

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年12月期中間期 34,771,180株 2025年12月期 36,271,180株

② 期末自己株式数 2026年12月期中間期 5,102,410株 2025年12月期 6,639,764株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年12月期中間期 29,645,211株 2025年12月期中間期 30,624,798株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P４「１.当四半期決算に関

する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、グローバルで拡大を続けるクリエイターエコノミー市場において、サービス・プラットフォームを開発・

提供する事業を展開し、さらなる成長の実現を目指して「中期経営計画2025-2027」を策定しております。本中期経営

計画においては、「クリエイションで夢中を広げよう」をビジョンに掲げ、クリエイターエコノミー市場において、

作品をつくるクリエイターと、それらを楽しむオーディエンスの活動の歩み「CREATOR JOURNEY」をサポートするサー

ビス提供を通じて「一人ひとりの夢中がつなぐ、もっとカラフルな世界」の創造を目指してまいります。なお、中期

経営計画では、期間中のROE30％以上を重要なKPIとして設定しております。

当社は、イラスト・マンガ・Webtoon・アニメーション制作アプリ「CLIP STUDIO PAINT」の開発・販売を中心とす

る「クリエイターサポート分野」と、電子書籍ソリューションや企画・開発中であるクリエイターのマネタイズを支

援する新プラットフォームサービス及びユーザーコミュニティ強化のための新サービスからなる「クリエイタープラ

ットフォーム分野」の２分野で事業を行っております。

引き続き、サブスクリプションモデルを中心に「CLIP STUDIO PAINT」の収益力をさらに強化しながら、事業領域を

クリエイターエコノミー市場全体へと拡大し、「CLIP STUDIO PAINT」によって築いたクリエイターからの信頼や強

み、蓄積した資産を活用することで、新たにクリエイタープラットフォーム分野でもサービスを開発・提供し、新た

な収益の柱とすることを目指してまいります。

当事業年度におきましても、世界で通用する日本発のサブスクリプションモデルによるクリエイター向け創作アプ

リ「CLIP STUDIO PAINT」を核とした経営に重点を置き、戦略的な開発投資を継続して行い、企業価値の向上に注力し

てまいりました。

「中期経営計画2025-2027」の２年目における当社の経営成績は、主力の「CLIP STUDIO PAINT」を中心に、好調な

事業推進の結果、月次及び四半期における売上高、営業利益等の主要な収益指標において過去最高を更新し、持続的

な成長基盤の確立と財務健全性を維持した経営を実現したことにより、2026年７月10日開示「2026年12月期第２四半

期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、中間会計期間の売上高及び各段階利益を上方修正いたし

ました。

その結果、当中間会計期間の売上高は5,563,083千円（前年同期比17.4％増）、営業利益は2,221,446千円（同44.8

％増）、営業利益率は39.9％（同7.5pt増）となりました。

経常利益は、営業外収益として受取配当金26,501千円及び受取利息5,283千円を計上した一方で、営業外費用で為替

差損11,516千円を計上したこと等により2,241,914千円（同46.4％増）となりました。中間純利益は、法人税等

738,734千円を計上したことにより、1,503,179千円（同72.6％増）となりました。なお、2026年２月13日に開示した

第２四半期累計業績予想に対する進捗率では、売上高が110.9％、営業利益が139.0％と期初予想に対しても増収増益

となりました。また、本日開示の修正後の通期業績予想に対する進捗率は、売上高が51.5％、営業利益が55.5％とな

っております。

当社は、資本効率の向上と株主還元の充実を図ることを重視しており、初めて2026年３月16日に150万株の自己株式

消却（消却前の発行済株式総数に対する割合 4.14％）を実施いたしました。

また、2026年12月期の１株当たり配当につきましては、2026年６月５日開示の「中間配当予想の修正（増配）に関

するお知らせ」及び2026年７月７日開示の「配当予想の修正（創立35周年記念配当 増配）に関するお知らせ」のとお

り、１株当たりの年間配当金は当初の年間配当予想38円より12円（中間２円増・記念配当10円増）増配し50円を予定

しております。

今後も事業進捗と業績動向を見極めながら、今期の株主還元の追加施策を機動的に実施してまいります。
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＜クリエイターサポート分野＞

クリエイターサポート分野は、グラフィック分野で活動するクリエイターの創作活動をサポートする、イラスト・

マンガ・Webtoon・アニメーション制作アプリ「CLIP STUDIO PAINT」の提供を通じて、コンテンツの制作に関わるサ

ービスをグローバルに展開しております。主力サービスである「CLIP STUDIO PAINT」は、累計出荷本数が2026年６月

に6,700万本（前年同月比27.5％増）に達しました。また、同アプリのサブスクリプションARR（年間経常収益）は、

2026年６月に63億円（前年同月比30.7％増）となり、過去最高を更新しております。当社が注力している、「CLIP

STUDIO PAINT」におけるサブスクリプションモデルでのライセンス提供は、利用開始時の価格が抑えられており、ユ

ーザーの導入ハードルを下げる一方で、買い切りモデルに比べて短期的な収益性は限定的です。しかしながら、継続

利用による中長期的な安定収益が見込めることから、今後も契約数の拡大に取り組んでまいります。なお、「CLIP

STUDIO PAINT」の月次のチャーンレートは2026年６月末が4.9％となっております。「CLIP STUDIO PAINT」は世界11

言語に対応し、出荷の80％以上が日本語以外の海外市場向けです。引き続き、売上高及び利用者数の増加を目的に、

英語、韓国語、ドイツ語、フランス語圏等はもちろんのこと、今後の成長期待が大きい、東南アジアや中南米地域の

新興国に対するマーケティングや各国で主流の決済手段に継続して対応し、見込み顧客の最大化を図ってまいりま

す。また、若年層やライトユーザー向けの施策としてタブレットをはじめとしたモバイル端末に向けた機能拡充やマ

ーケティングを強化した結果、直近ではAndroid端末でのサブスクリプション契約が大きく伸び、成長を牽引しており

ます。

当中間会計期間では、2026年３月に「CLIP STUDIO PAINT」の売上及びユーザー数の底上げ、サブスクリプション契

約数の増加を目的に、「CLIP STUDIO PAINT」のメジャーバージョンアップを実施し、Ver.5.0の提供を開始しまし

た。

グローバルで提供開始したVer.5.0は、多くの反響をいただき、サブスクリプション契約及び買い切り版の売上いず

れも、当初計画を大きく上回る実績となりました。なお、サブスクリプションモデルと並行して販売を継続している

買い切りモデルのユーザーは、Ver.5.0以降の最新機能を利用するためには、サブスクリプション契約または新バージ

ョンの優待購入が必要となる提供モデルとしております。これにより、旧バージョンの買い切りモデルユーザーから

新バージョンの優待購入や、新バージョンの買い直し需要の増加による買い切り版の売上も収益に貢献しています。

また、同メジャーバージョンアップにあわせて、収益性の向上と継続的なサービス提供を実現することを目的に、買

い切り版の価格を改定し、平均10％の値上げも行っております。今後も、定期的なメジャーバージョンアップとサー

ビスの価値向上に応じた価格改定を行ってまいります。

なお、買い切り版は、定期的な販促キャンペーンも実施し、当初想定を上回る需要により販売が好調に推移いたし

ました。

＜クリエイタープラットフォーム分野＞

クリエイタープラットフォーム分野では、「CLIP STUDIO PAINT」で培ったクリエイターからの信頼や強みと流通ソ

リューションにおける資産を活用し、クリエイターエコノミー市場において、コンテンツの制作にとどまらない、よ

り広い領域で新たなクリエイターの活動の場となりうるサービス・プラットフォームの開発・提供・運営を行い、ク

リエイターの創作活動の活性化を図るとともに、事業の拡大を目指してまいります。

当中間会計期間では、クリエイターエコノミー市場におけるエコシステム、グローバルでの業界動向やサービスに

関する調査を進めながら、「クリエイター活動の場」を提供する新規サービスを、2026年以降のリリースに向けて企

画・開発を継続しております。

また、従来より提供している「CLIP STUDIO PAINT」の利用をサポートするコミュニティサービスの運営を行いなが

ら、継続的な機能改善を実施して「CLIP STUDIO PAINT」のサブスクリプション契約者の継続利用率向上にも努めてお

ります。また、漫画家志望者と新たな才能を探すマンガ編集者のマッチングを支援するサービス「モチコミonline」

等の運営や、機能改善アップデートを実施し、プラットフォームサービスの利用者数の増加に努めました。「モチコ

ミonline」を通じて既に多数の作家がデビューしており、この実績・ノウハウを開発中の新プラットフォームで活用

してまいります。

なお、当社が提供するクリエイタープラットフォームサービスの全世界での利用者数は、1,300万人超（前年同月比

24.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当中間会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べて1,308,144千円増加し9,218,425千円となりました。この主な

要因は、前払費用が131,236千円、未収入金が68,792千円、ソフトウエアが38,526千円、投資有価証券が35,480千円減

少したものの、現金及び預金が1,322,027千円、ソフトウエア仮勘定が229,441千円、売掛金が39,896千円増加したこ

と等によるものであります。

（負債の部）

当中間会計期間末の負債は、前事業年度末と比べて203,877千円増加し3,780,143千円となりました。この主な要因

は、役員退職慰労引当金が775,812千円、未払費用が12,566千円減少したものの、未払法人税等が318,910千円、前受

金が295,386千円、賞与引当金が144,363千円、長期未払金が158,632千円、未払金が83,976千円増加したこと等による

ものであります。

（純資産の部）

当中間会計期間末の純資産は、前事業年度末と比べて1,104,267千円増加し5,438,281千円となりました。この主な

要因は、自己株式の消却等により自己株式が1,538,662千円、その他資本剰余金が1,487,254千円、その他有価証券評

価差額金が35,480千円減少したものの、利益剰余金が1,088,339千円増加したこと等によるものであります。なお、自

己資本比率は、58.3％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の通期業績予想につきましては、本日開示の「2026年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」

のとおり、主力サービス「CLIP STUDIO PAINT」において、今後もサブスクリプションモデルを中心に売上は安定して

推移すると見込んでおり、また、新興国展開やモバイルユーザー向け施策が着実に成果を上げていること、また足元

の売上高の動向等を踏まえ、当初の業績予想を上方修正しております。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（A）
百万円

9,963

百万円

3,317

百万円

3,282

百万円

2,192

円 銭

73.97

今回修正予想（B） 10,810 4,000 4,000 2,670 90.06

増減額（B ― A） 847 683 718 478 ―

増減率（％） 8.5% 20.6% 21.9% 21.8% ―

（参考）前期実績
（2025年12月期）

9,471 2,967 2,934 1,681 55.23

なお、中期経営計画においてROEは30％以上を目標としておりますが、当事業年度において今後の業績が計画通りに

推移した場合は、通期でのROEは50％以上になる見込みです。

業績予想の上方修正により、現在推進中の「中期経営計画2025-2027」の売上高及び営業利益は１年前倒しで達成す

る見込みです。なお、大幅に上方で着地する見込みの、中計最終年度の2027年12月期業績は、今後見直しを実施予定

です。

当社は、AIに代替されない価値提供を軸とした事業構造を確立済みです。

当社の主力サービスである「CLIP STUDIO PAINT」の主要ユーザーは、趣味・ハイアマチュア層を中心としたクリエ

イターであり、自ら創作することによる楽しさやスキル向上、コミュニティにおける共感といった、当社サービスが

提供する、AIに代替されない「創作体験」という価値に対して継続的な利用をいただいており、AIの利用が拡大して

いる環境下においても、「CLIP STUDIO PAINT」のユーザー数及び売上は継続して成長しております。

引き続き、事業におけるAIの活用を推進しながら、AIに代替されない価値提供を継続して、事業成長の継続を目指

してまいります。
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また、当社の海外での事業展開においては、日本円以外の通貨で決済される「CLIP STUDIO PAINT」の売上と、日本

円以外の通貨で請求されるサーバー利用料や広告宣伝費があり、売上と費用の変動が相殺されることとなります。し

たがいまして、為替の変動に対する利益の変動は軽微であり、通期業績予想に与える大きな影響はありません。なお、

海外との取引はドルだけではなくユーロやウォン等、多くの通貨で行っており、特定の通貨のみの変動も通期業績予

想に与える大きな影響はありません。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年12月31日)

当中間会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,086,301 5,408,328

売掛金 366,130 406,026

製品 13,604 10,069

原材料及び貯蔵品 96,983 86,909

未収入金 458,341 389,549

前払費用 338,334 207,098

貸倒引当金 △93,499 △96,332

流動資産合計 5,266,196 6,411,650

固定資産

有形固定資産

建物 187,599 199,549

減価償却累計額 △102,273 △109,225

建物（純額） 85,326 90,323

工具、器具及び備品 308,660 298,833

減価償却累計額 △243,993 △241,249

工具、器具及び備品（純額） 64,667 57,584

有形固定資産合計 149,993 147,907

無形固定資産

特許権 33,423 30,460

商標権 33,613 31,700

ソフトウエア 918,689 880,163

ソフトウエア仮勘定 276,369 505,811

その他 18,878 28,620

無形固定資産合計 1,280,974 1,476,756

投資その他の資産

投資有価証券 567,648 532,168

関係会社株式 10,056 10,056

敷金及び保証金 133,364 137,838

繰延税金資産 502,046 502,046

投資その他の資産合計 1,213,115 1,182,110

固定資産合計 2,644,083 2,806,774

資産合計 7,910,280 9,218,425
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年12月31日)

当中間会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 131,152 125,706

未払金 156,573 240,549

前受金 1,328,647 1,624,034

未払費用 76,029 63,463

未払法人税等 455,956 774,866

賞与引当金 70,499 214,862

その他 213,973 189,142

流動負債合計 2,432,831 3,232,624

固定負債

役員退職慰労引当金 775,812 ―

退職給付引当金 335,924 357,188

長期未払金 31,698 190,330

固定負債合計 1,143,434 547,518

負債合計 3,576,266 3,780,143

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金

資本準備金 2,500 2,500

その他資本剰余金 6,403,039 4,915,785

資本剰余金合計 6,405,539 4,918,285

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 4,380,687 5,469,026

利益剰余金合計 4,380,687 5,469,026

自己株式 △6,644,237 △5,105,575

株主資本合計 4,151,989 5,291,736

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 121,704 86,224

評価・換算差額等合計 121,704 86,224

新株予約権 60,320 60,320

純資産合計 4,334,014 5,438,281

負債純資産合計 7,910,280 9,218,425
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

売上高 4,738,790 5,563,083

売上原価 1,890,715 1,693,866

売上総利益 2,848,075 3,869,216

販売費及び一般管理費 1,314,230 1,647,769

営業利益 1,533,845 2,221,446

営業外収益

受取利息 2,598 5,283

受取配当金 21,283 26,501

その他 998 198

営業外収益合計 24,880 31,984

営業外費用

支払手数料 8,505 －

為替差損 18,750 11,516

その他 296 －

営業外費用合計 27,551 11,516

経常利益 1,531,173 2,241,914

特別利益

抱合せ株式消滅差益 153,875 －

その他 37,460 －

特別利益合計 191,335 －

特別損失

投資有価証券評価損 480,307 －

その他 － 0

特別損失合計 480,307 0

税引前中間純利益 1,242,201 2,241,914

法人税、住民税及び事業税 371,488 738,734

中間純利益 870,713 1,503,179



株式会社セルシス(3663) 2026年12月期 第２四半期（中間期）決算短信

9

（３）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の消却及び処分）

当社は、2026年３月６日付の会社法第370条及び当社定款第27条に定める取締役会決議に代わる書面決議によ

り、自己株式の消却を決議し、会社法第178条の規定に基づき、2026年３月16日付で自己株式1,500,000株の消却

を実施しております。また、2026年３月30日開催の取締役会決議に基づき、当社の取締役に対する譲渡制限付株

式報酬として自己株式37,800株の処分を行いました。

この結果、当中間会計期間において単元未満株式の買取りによる増加も含めて、自己株式が1,538,662千円減

少し、当中間会計期間末において自己株式が5,105,575千円となっております。

（中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算する方法としております。

（追加情報）

（表示方法の変更）

（中間貸借対照表）

従来、「固定負債」の「その他」に含めていた「長期未払金」は、金額的重要性が増したため、当中間会計

期間より独立掲記することとしました。

この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前事業年度の貸借対照表において、「固定負債」の「その他」31,698千円は、「長期未払金」

31,698千円として組替えております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


